


















子だった。」と言っている。他の島民も「そこのは 1 本 1 円か 1 円 50 銭くらいした。昭和
15 年頃には確か 3 円したかな。翌年子供が生まれたときお祝い品として羊羹を買ったら 3
円か 4 円程した。土屋の羊羹はどちらかというと進物用だったかも知れない。」と述べてい
る。この羊羹は父島でも名が通っていて浅沼陽が「昭和の初め頃の南陽館（丸丈組浅沼丈























































世帯数約 300 の内ラジオは 2 軒程度しかなかったと回想しているが、昭和 16 年（1941 年）


















3.8 万坪、その他に 9.5 万坪、小笠原の分を含めて 58.3 万坪はあったようだ（小川功、私
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信）。母島の地所を確認するには東京法務局所蔵の明治 36 年（1903 年）改調小笠原土地台
帳で調べればある程度可能である。例えば北村字衣舘の土地 105 筆のうち 29 筆、凡そ 3 万















どうかは確認できなかった。初男は明治 33 年（1900 年）生まれで、金融恐慌で破綻した
東京渡邊銀行やあかぢ貯蓄銀行等の整理の際に勝三郎代理として日本銀行の資料や新聞報
道に度々登場する人物であり、小川功によれば実質的に勝三郎の資産の名義人として昭和










































































を広げるのは大正後半からだからなのだろうか。時期的には明治 39 年（1906 年）に小笠
原島庁は静岡県下より実業教師を招いて鰹節製造伝習会を開き、翌年に鰹船 2 隻と餌料船



























































































山の鵜の目鷹の目の人々も動き回っていた。だから A より一世代前の島民は水谷が大正 3
年（1914 年）10 月 1 日に戦艦薩摩に乗船し水路嚮導人として南洋群島占領に功績があった
ことを知っているかも知れない。
石井宅の近くに指物師であった池谷徳次郎の自宅兼作業場がある。この人の作った 70 余
年前の少し大きめの針箱（32×24×23 ㎝）が戦禍を免れて現存している。池谷は A に嫁入











り 5 ～ 6 メートル下へ掘り下げられた石材加工場があって、萩倉九平次や築館甲輔、佐々
木伝三郎といった石工が鉋で竈や七輪等の日用品を作っていた。この「始新期」にできた
3 万年前の水成岩を利用して明治 23 年（1890 年）頃より道具類を作り出したのが築館で、
石中から発見された鮫の歯、脊髄骨、甲殻類等の化石を行幸時に献上した（東京府、





































いる（東京府、1911; 塩竈康隆、私信）。この中で文久 2 年（1862 年）生まれの長田は初代
の会長として大正 5 年（1916 年）まで布教し、次いで和久田コヨが後継会長に就任して信
者を父島へ派遣するとある。その後の昭和 12 年（1937 年）に天理教父島分教会が設立さ
れた。しかし昭和 19 年（1944 年）の全島民強制疎開命令で両教会は移転を余儀なくされ、













脇浜の方に浄土宗の清見寺があるが、これについては A や A の弟が高等科の 2 年を終
えると友人と連れだって数日間だが「お寺学校」に行って住職から説話を聞いたと言って



















寺を切り盛りしていた可能性がある。善久は明治 14 年（1881 年）新潟県糸魚川町の善導














間奉祀して彼は明治 41 年（1908 年）2 月 2 日で享年 84 歳で物故する。1 年の猶予を経て
原善久が法灯を繋ぐべく来笠するのだが、機関誌「浄土教報」や『大日本人物名鑑』等で
確認すると彼は上京中の阿利島司から民情の実態を聞き取り幻灯機を持参して説法すると
良いと勧められ綿密な布教計画を練っている。そして明治 42 年（1909 年）5 月 10 日午後
















































































ある。また菊池廉蔵は仙台藩士齊藤清茂の次男として慶応 2 年（1866 年）5 月 10 日生ま
れ、小笠原母島に渡島し菊池虎太郎の養嗣子となったことは既に述べた通りであるが、平
塚文野の子息寬策は虎太郎の次女婦美を妻に迎えている。



































































コピーペは山方によれば明治 10 年（1877 年）3 月に帰化を願い出た 5 人の英国、西班牙、
カナカ人の内の一人で明治 18 年（1885 年）12 月現在で 35 歳、ヌーナッチ出身とあり、一
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